
 

問　うるま市役所 保護課 保護管理係　☎979-6552

高校進学をサポートします！
令和8年度 うるま市学習支援事業

事業の目的
　うるま市内の生活保護受給世帯や生活困窮世帯のお子さんを対象に高校進学を希望する中学３年生等に対し、通
塾の費用を公費で負担し、学習支援、基礎学力の習得及び学習意欲の向上を図ります。
（※家庭の経済的な事情により塾に通うことが困難な中学生に対し、高校進学に向けた学習支援となります。～生活困窮者自立支援事業～）

対象者

申請場所

募集人数

提出するもの

電話予約期間
申請・面談期間 

　　　　　 うるま市在住で下記の条件のいずれかに該当するもの
（１）生活保護受給世帯に属する中学生（１～３年生）
（２）就学援助の認定を受けている住民税非課税世帯
　　（均等割・所得割）に属する中学３年生
（３）前年度中学を卒業した過卒生（住民税非課税世帯）で高校進学
      を目指すもの
　　　　　　　　80名程度
　　　　　　　　令和８年 6/1（月）～6/19（金）まで
　　　　　　　　令和８年 6/8（月）～6/30（火）まで
※生活保護世帯については、担当ケースワーカーへ直接連絡ください。
（4/13（月）～6/30（火））　
　　　　　　　うるま市保護課　（学習支援事業担当）
うるま市役所 東棟２階
詳細はHPをご覧ください。

①うるま市学習支援事業利用申請書
　（面談時に記入）
②令和８年1月1日現在　他市町村に在住していた
方は、「令和８年度個人住民税課税（非課税）証明
書」が必要です。

　　　　　　開始決定日、または夏期講習～令和９
年３/３１まで

　　　　　　　　　　  入塾料、月謝、夏期 ・冬期講
習代金、教材費、模擬試験代など

●現金での支給はありません。　
●申請時に親子で面接を受けていただき、お子さん
ご本人の学習意欲などの確認を行います。

●事業利用承認決定前の塾費用については、自己負
担となります。

実施場所　　　　　 市の指定した塾。（面談時にお知らせ）

支援期間

その他

公費で負担するもの

※感染症等の影響により事業の縮小や中止せざるを得ない可能性もありますので、ご了承ください。

問　健康支援課 保健指導係　☎973-3209

●健康を維持するための今できるアドバイスが具体的でわ
かりやすかった。
●面談も話やすく、説明も明確で運動習慣の見直しをする
きっかけになりました。
●自身のからだの状態をちゃんと把握することの重要性と
定期健診の必要性を感じた。 

国保加入者かつ
特定健診未受診者の
皆様へ送付しております！
　フォーネスビジュアス検査では、心筋梗塞や肺が
ん、認知症など複数の将来疾病リスクを無料で調べ
ることができます。その後、専門のコンシェルジュ
との健康相談を通して一人ひとりに合った生活習
慣改善のご提案を行います。この機会に自身に合っ
た生活習慣を一緒に調べてみませんか？

詳細はこちら ★令和７年度受検者の声★

こんな封筒 届いていませんか？

※内閣府の沖縄振興特定事業推進費民間補助金を活用し、うるま市と中部地区予防医療コンソーシアムが共同で行う事業です。

 

問　中部北環境施設組合　☎972-6619

＊令和8年3月末の人口127,241人、世帯
数59,650世帯、令和7年3月末の人口
126,933人、世帯数58,721世帯です。

＊端数処理をしている為、数値が一致し
ない場合があります。

＊資源化量の金属類は、不燃ごみ・粗大ご
みから破砕・分別して出てきたもので
す。

＊資源ごみ搬入量と、資源化量の数値の
違いは、手選別作業による異物除去の
ためです。

＊負担金とは、ごみ処理事業を行う為に
必要な経費をうるま市から中部北環境
施設組合にあてる、ごみ処理経費です。

　中部北環境施設組合に搬入されたごみ量はここ数年減少傾向にあり、令和7年度のごみ量も前年度と比較して減
少しておりました。市民一人当たりのごみ処理に係る経費が多額でありますので、より一層うるま市が推進するご
み分別、リサイクルの取り組みを徹底し、ごみの減量化を図る必要があります。

　ごみを減らすためには、一人ひとりがごみを減らす意識を持つことが大切です。そこでごみを減らす4つのR
を心がけて、環境にやさしく、大切な資源として活かす取り組みを始め、ごみ減量へのご協力お願いします。

うるま市のごみ処理経費・ごみ搬入量・資源化量等について

１．ごみ処理経費

2．ごみ搬入量

３．資源化量

４．最終処分量
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缶　類
びん類

ペットボトル
古紙類

 

1,123t 1,150t 27 t

令和6年度 1世帯当たり
1日の排出量

市民1人当たり
1日の排出量前年度比較令和7年度ごみの種類

種　類 令和6年度 令和7年度 前年度比較

令和6年度 令和7年度 前年度比較

リサイクリンちゃん

　

びん類
ペットボトル

金属類

スラグ
メタル
　　 4,860t合　計

種　類

4,680t -180 t

蛍光管
乾電池

合　計

古布類

ごみを減らす4R運動を実践しよう。

缶　類

可燃ごみ
不燃ごみ

飛　灰

古紙類

資源ごみ

粗大ごみ

ごみ処理経費
最終処分費

＊(　)内の数値は令和6年度実績です。
(12,388円)   

ごみ収集運搬等諸経費

ごみ処理総事業費

負担金

　

    

2億9,919万円
12億4,880万円

2,875万円

2,351円
9,815円
226円

5,016円
20,935円
482円

　
(26,777円)   (15億7,239万円) 

 15億7,674万円  12,392円　  26,433円

37,821t 37,568 t -253 t 808.9g 1,725.5g 

１．リフューズのR → ごみを持ち込まない。

２．リデュースのR → ごみを減らす。

３．リユース　のR → 再使用する。

４．リサイクルのR → 再利用する。

〇不用な物は買わない、貰わない。
〇ごみになる物は断る。
〇マイバックを持参しよう。
〇必要なものを必要な量だけ購入する。
〇食品を買いすぎない、作りすぎない、食べ残さない。
〇生ごみは十分な水切りをする。(生ごみの約8割は水分)     
〇使えるよう修理してみる。
〇別の使い方を考える。
〇欲しい人にゆずる。     
〇資源を正しく分別する。
〇買ったお店で回収ボックスを利用する。
〇生ごみを堆肥にする。

経費区分 金　額 市民1人当たり
年間負担金額

1世帯当たり
年間負担額
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